
別添 １ 

令和５年度 紀要作成要領 

表  題 ：（研究助成の研究課題名と一致の事） 

著者名 ： 氏名（所属） 

      共同研究及び分担研究者がいる場合は、氏名欄に明示する。 

     【例】 

      共同研究の場合：助成太
＊１

郎、協会花
＊２

子 

                              
＊１

学校協会、
＊２

○○柔整専門学校 

            分担研究の場合：助成太
＊１

郎 

              分担研究者：協会花
＊２

子 

                               
＊１

学校協会、
＊２

○○柔整専門学校 

要 旨 ：目的、方法、結果、結論を簡潔に記載する。 

ｷｰﾜｰﾄﾞ ：主に表題および要旨から選び、論文の内容を最も適切に表す語句を５語以内選出する。 

本 文 ：1）緒言 

   本研究の背景、経緯、意義などを述べる導入部分。 

   これまでの研究との関連性の記載。 

  2）対象および方法 

   用いた理論、条件、材料、方法、手順などを記載する。 

   特に、方法は関連研究者が追試できる内容とする。 

  3）結果 

   実験結果、データ紹介、明らかとなった関連性、観察結果、効果などの 

     事実は正確に客観的に記載する。 

  4）考察 

結果の分析と検討、結果の比較と評価、問題提起、今後の課題、示唆など 

を記載する。 

  5）結論（まとめ、結語） 

   本研究の結果内容を簡潔に記載する。 

     6）引用文献 

・本文中で引用文献に言及した場合、文書の右肩に末尾の引用文献にならう番

号をつける。 

      ・著書の場合は、著者名・書名・引用箇所のページ数・出版社・発行年を 

記載する。 

（例）真島英信『生理学』改訂第１８版 P.25~40、 文光堂、1989 年 

          岩瀬善彦・森本武利編『やさしい生理学』改訂第３版 P.35~45、医歯 

薬出版、1994 年 

     ・雑誌に掲載された論文は、著者名・論文名・雑誌名・巻号・発行年・ページ 

        数を記載する。 

（例）著者名「論文名」『雑誌名』巻号、発行年月日、引用箇所 

     三笠光彦「肩の人工関節の特殊性と適応」『整形・災害外科』第 42 巻第 

8 号、1995 年、p.825-826 



引用文献の挿入ならびに図(写真)・表の番号やタイトルの記載例 

 

図(写真)・表  ：本文に示した順に掲載し、その図表の番号やタイトルならびに説明は図では

下に、表では上につける。(※写真は図に含める) 

その他    ：A4 判・1 行 35 文字 single space で 35 行。フォント MS 明朝で、文字サイ 

ズ 11 の横書きとし、10 枚以内とする（表紙、図・表の記載ページを除く）。

使用ソフトは、Word を使用し、原稿には一連のページ数を記入する。 

提出期限   ：令和６年４月末日まで 

        なお、提出に当たっては、紀要１部と電子媒体の提出をお願いします。 

 

参考文献挿入の一例 

図２ 各種筋断面積と総軌跡長および軌跡面積の相関 

 

 

【引用文献】 

6)引用文献の一例 

表１ 重心動揺測定結果 

図１ Ｌ４/Ｌ５レベルの画像抽出 

参
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